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背景背景背景背景 
船舶の所有者または管理者が変更した場合、これまでのルールでは、管理を離れる側

の船舶管理者によってすべてのメンテナンス記録が船から消去されてしまい、新たに

着任する乗組員や管理者には、船体と機関の状態を知る最小限の情報しか残されてい

ないことがよくありました。船主には変更がなく管理者だけが交代する場合でも、離

任側の管理者が一切情報を残さないため、新任の管理者が深刻なほど管理上不利な状

況に置かれることから、船主と保険引受人の双方にとって、リスクと不確実性が高ま

る結果を招いています。管理者のみが変更された最近の事例の中に、新任の管理者が

メンテナンスシステム内に情報が一切残されていないことに気づいたものの、前任の

技術担当者から積極的な協力が得られなかったケースがありました。 
 
継続性が途絶えるということは、乗組員と新しい管理者が船舶を引継いたときに一か

ら船に慣れて行かなければならないということです。この場合、新任者が各機器とシ

ステムの状態を検証するのに時間がかかり、必要な保守の実施タイミングを見落とす

リスクが生じます。結果として、船主や管理者の変更後まもなく、船舶が損傷し、高

額なクレームを招く事態が発生する可能性があります。よくあるクレームは、機関の

故障や、舵・各機器等の不具合に起因するものです。今回の回報は、船舶記録の消失

のリスクと影響に焦点を当てて、それに関する勧告を行うものです。 
 
増加増加増加増加するリスクとそのするリスクとそのするリスクとそのするリスクとその影響影響影響影響 
新しい船主や管理者は、引き継ぎ後すぐに船の管理や運航が行える状況であることを

当然期待するでしょう。前任の船主や管理者によって記録文書が消去されてしまって

いる場合、新任の乗組員や管理者が船舶・機械設備の状態を把握し、メンテナンスス

ケジュールを理解するまでに、相当程度の時間がかかる可能性があります。この間、

船と乗組員は、常にどこかが故障してしまうリスクに晒されることになります。 
 
修理の費用を保険契約に基づくクレームでカバーしようにも、老朽・損耗や、メンテ

ナンスが不十分であることから生じた損害については保険の対象から除外されてい

ます。保険会社に変わって船内への立ち入りを行うサーベイヤーから、損傷を受けた

機器のメンテナンス記録の閲覧が求められます。船内に記録がなければ、被保険者は

その機器の稼働時間と、その機器の製造元が規定する推奨頻度どおりにメンテナンス

が実施されたことを文書で示すことができません。 
 
記録文書がなくても、必ずしも引受保険会社からクレームが拒絶されるわけではない

ものの、関連書類が提出できない場合、被保険者側で損傷の原因を証明できず、保険

会社から修理費用が得られなくなる可能性があります。関連書類に関する要求事項は、

中古船舶でも既存船舶でも基本的に同じです。 
 
船級協会の証明書を使ったとしても、船級検査の実施日以外に船舶が適切にメンテナ

ンスされていたことを証明することはできません。しかし、ISMコードでは、船舶の
状態を証明するプログラムを構築し、その実施記録を維持することが求められていま

す。 
 
船主の変更によって、新しいISM適合認定書（DOC）が必要となる反面、稼働時間と
メンテナンス実施記録を船舶と一緒に引き渡さなくてもよいというのは矛盾してい

ます。 
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勧告勧告勧告勧告 
ガードでは、船主が中古船舶の売買契約を締結される際に、船級証明と図面だけでな

く、メンテナンス記録も船舶と一緒に引き渡すことを求める条項を標準売買契約に盛

り込まれることを強く推奨します。メンテナンス記録が、離任側の管理者が独自開発

したメンテナンスシステムに組み込まれている場合は、最低でも記録のハードコピー

一部を船内に据え付けて置くように求めるべきです。それを活用すれば、新任の乗組

員や管理者も、すぐに船に慣れて、メンテナンスの重点ポイント（あるいは改良点。）

を理解できるようになります。被保険者も、それを活用することによって、保険契約

に基づくクレームが、老朽・損耗や、メンテナンスが不十分であることから生じたも

のではないことを立証することが可能です。 
 

 


